
幼稚園における子育て支援の利用状況(第2報)
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幼誰園における子育て支援プログラム利用実態に関する第1自調査 (2004)に続く、第

2自調査結果について、その概要と、第1[81謂査との比較結果を報告するD

本研究では、全国の幼稚園に子どもを在籍させている保護者 (N=4169)並びに、現在、

幼誰園における未就園児向け子育て支援プログラムを利用している保護者 (Nニ420)を対

象に、幼誰菌におげる子育て支援について質問紙調査を行った。質問紙内容は、第1回調

査同様、①預かり保育、②子育て椙談、③未就露見に対する子育て支援の 3つのプログラ

ムに焦点、をあて、主にその利居状況、利用に擦しての理由、利用後の惑想などを尋ねる項

弓により講成した。調査の結果、「預かり保育jについては、利用者の増加傾向が見られ

た。「子育て相談jは、送り迎えの際に匿の先生との揮で交わされる日常的なやり取りの延

長上にあるという実態が明らかとなった。 r未就菌見向け支援jでは、子ども同士の交流の
場として、幼誰園の施設開放などが定期的に利用されていることが多いことが明らかと

なった。

目的

少子化や核家族化などにより、地域や家庭における

子育て機能の母下しつつあることを背景に、 2001年度

に制定された「幼児教育振興プログラムJ(文部科学省、

2001年4月〉の中では、幼稚園が「親と子の育ちの場j

としての機能を果たすことの重要性について触れられ

ている。こうしたことから、幼稚園における子育て支

援を実擦に利用する側の保護者に焦点を当て、その利

用の実慈について明らかにしていくことを巨的として

第 1回調査を行った (2004)。

本研究で辻、その第2回調査として、第I国語査と

同様に、幼稚園における子育て支援のうち「預かり保

育j、「子育て相談j、f未就園児向けの子育て支援」に

焦点を当て、保護者らの利用実態や利用理由、利用後

の意晃などを調査した。引き続き第 1田謂査の協力菌

を調査対象とすることで、第1回謂査の結果との比較

を行うことを目的とするo

方法

1 )調査概要

全国の幼誰圏を対象にして、 2004年2------3月行った

第 1自調査(荒牧・安藤・岩藤・金丸・丹羽・立石・

砂上・掘越・無藤， 2004)の協力冨のうち、引き続き

調査への協力を得られた46園を対象に、質問紙による

第2[81謂査を行った。調査時期は2005年2------3月。質

問紙は、協力圏を通じて保護者に配布してもらい、記

入後、田収をお願いした。

2)謂査対象

費関紙対象者は、圏に子どもを通わせている保護者

並びに、未就菌克向け子育て支援プログラムを利用し

ている保護者であるD これらの保護者のうち、大多数

を占める母親のみを分析対象とした。それぞれ幼稚園

に子どもを通わせる群(以降、 f在冨児群jとする〉は

4169名、未就菌児向け子育て支援を利用している群

(以降、「未就菌見群jとする〉は420名である。

また、第1回調査の結果の中から、本調査でも協力

が得られた冨の母親4543名のデータ(以鋒、「第 1回

群Jと呼ぶ〉を抽出し、本調査結果との比較を行うこ

ととした。
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3)爵査票昌 月に 1回Jr 1年に 1田jの5段階で尋ねた〈図2)0
質問紙は①在霞見群用と、②未就園児群用の 2種類 預かり保育の和馬書tl合そのものが第1田群よりも、

を作成したoCD②に共通して、自答者(保護者〉の年 今回の調査の方が増えているので、利用頻度全体も増

齢、職業、学歴、家族構成、そして子どもの露性等の 加傾向にあるのは当然だが、段踏別に見てみると、 r1
フェイスシート項昌を設定した。そして、①には園に 年に 1田利用Jと答えた母親の割合が地よりも、若干

おける子育て支援のうち「預かり保育jと「子育て相 変化が大きいことがわかるD

談j、②には f未就菌見向けの子育て支援プログラムJ

それぞれの和用実慈、和用理由、利用後の感想、に関す 3 )預かり保育の利用理畠

る項目を加えた。 預かり保育を「利用したことがあるJ(密 1)という

結果

1 .対象者の概要

在園児群の母親のうち、 30歳台前半が全体の40.3%

を占めもっとも多く、未就学児群でも毘様に49.8%、

第 1匝群も43%と高い割合を占めた。

母親の職業形態については、 3群ともに、全体の約

7醤を専業主婦が占めているが、中でも未就学見群に

て高い富合であった{在冨児群で全体の67.1%、未就

学児群は79.3%、第1呂群は71.5%)。

第 1子の平均年齢は、在題克群で7.1歳 (SD=3.0)、

未就学児群は4.9歳 (SD=2.6)となり、在圏児群の方

が高かった。一方、第1自群の平均年齢は4.8歳(SD二

0.9)と在匿児群に比べ、母い結果となったが、これは、

第 1回調査では、在霞児群と未就菌見群とを分けずに

調査したため、未就題児すなわち 3歳以下の子どもが

含まれているためであると考えられるa

2.預かり保青について

1 )利用状況

預かり保育を利用したことがあるかどうかについて

は、第1@I謡査胃様、預かり保青を「利用したことが

あるJr利用しようと思ったことはあるが、まだ剥用
していないJr利用しようと患ったことがないjの3
項目でたずねた。結果は、図1のとおりであるD

第 1@I群では、「利用したことがあるjと答えた母

親が全体の約半数であったのに対し、本調査で誌、 6

割程度に増加しているのがわかるDその一方で、「利屈

しようと思ったことはあるがしていないJr利用しょ

回答者を対象に、環かり保育を利用する上で、最もあ

てはまると思われる利用理由についてひとつ挙げても

らった。その結果を国2~こまとめた c 回答者の人数は、

第 1回群が2362名、第2@I自の在露見群が2636名であ

るD

第 1回群・第2@I (在匿児〉群ともに、利用の理由

として、もっとも多くあげられているのが「一時的な

用事(授業参観、美容読など)Jであった。しかし、そ

の醤合は第2@I呂の方が高く、全捧の約半数がこれを

理由に挙げている。また、第1田群では、 2番自に多

く挙げられた理由として、「友人との交流や趣味など

自分の時間をつくるためJ(20.1%)が続いているが、

本謂査では「仕事のためJ(19.3%)がf友人との交流j

よりも上位に位置しているo 一方、第 1国群では多

かった「子どもが友達と交流する場を作るためJr家
事などの用事Jなどを理由に挙げる母親は前田よりも

減少しているD

ヰ)科用後の感想、

続いてもまた同様に「利用したことがあるjと答え

第1回目

第2回目

-ある

図利用しようと患ったことはある
がしていない

口剥用しようと患ったことがない

園無回答

0% 20% 40% 60% 80% ∞% 

図 1 預かり保育の利用状況

うと患ったことがないJと答えた割合は若干減少して 喝呂

いる結果となった。

2)預かり保育の利毘頻度

続いて、預かり保育利用者の利居頻度について、 r1 
遅開に I回以上Jr 2週間に 1国Jr月に 1田Jr数ヶ
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図2 預かち保育の利用理由



た呂答者に、預かり保育を利用してみての感想につい

て、項昌ごとに「あてはまるJ"'-'rあてはまらないjま
での 4件法で自答を求めた。図3~こはそのうち、各設

問』こ対して「あてはまるjと答えた割合のみを示したc

それぞれの項目への回答結果について、第1回群と

第2田(在圏見〉群とで大きな差はみられなかったD

前回の謂査結果同様、「安心して預けられるJr子ども
が活動を楽しんでいるJr預かり保育の内容に満足し
ている」などの保育そのものに対する満足感ととも

に、 fニーズに合った時間帯であるJr料金にみあった
サービスであるj等の利用のしやすさなどの理出が上

位に挙げられた。

また、今国詰「自分自身がリフレッシュできる」を

新たに項目として加えたが、これについては、全体の

3割程度が「あてはまるjと答えている。

5)利用しない理由

一方で、持5用しようと患ったことはあるJr利用し
ようと患ったことがないjといった利用未経験者に、

預かり保育を利用しない理由について尋ねた{複数回

答) (図りc

最も多かったのは、 f劾稚冨に預かり保育がないjで

あった。次に多かったの辻「家庭で子どもと退ごす時

需を大事にしたいjであったが、第1回群では25%が

これを理由に挙げているのに対し、第2回(在園児)

群では、 20%程度に若干減少している。以下、 f子ども

一時的な用事

友人との交流・趣味

家事などの用事

仕事

体験釣に利用

長織的な用事

その他

o 10 20 30 40 

国3 預かり保賓の利用理由

安心して預けられる

跨間帯

子どもが楽しむ

料金

保育内容に満足

子どもの成長・発達

時間に余裕

保育情報

イライラが減った

子どもとの付き合い方

子どもがかわいそう

自分自信がリフレッシュ

50 % 

o 20 40 60 80 100 % 

図4 預かり保育を利用しての感想

が利用を嫌がるJ、「長時間預けられて子どもがかわい

そうだj、「料金が高いjと続くのは前回も今回も同じ

く、どれも選択率10%未満となっている G

また、この砲に、今回は rf患に預け先があるよ「お
迎えが大変だからJr子どもの年齢や親が働いている
ことなど、利用の制援があるためjの3項目を新たに

加えた。「お迎えが大変だからJr利用制限があるからJ
と答えた母親はともに10%未満と少数であったが、

「預け先があるjと答えた母親は、全体の25%くちい

と多く、続いては、その預け先の内訳について示す。

6)科吊しない理畠

主な預け先として、幼誰菌の預かり保育も選択肢に

入れて回答を求めたところ、もっとも多かったのは、

「自分の親jであった(留日D 幼稚匿はその次に多く、

配偶者や配稿者の親よりも、預かり保育をいざという

時の預け先として利用している実態がうかがえる O

3.子育て梧談について

1 )相談頻度

次に、子育てに関する相談頻度についてたずねた。

第 1回調査では、子育て相談について、預かり保育に

関する質問項自と再様、子育て相談を「利用したこと

があるJ、「利用しようと思ったことはあるが、まだ年司

用していないj、「利用しようと思ったこと誌ないjの

いずれかで答えてもちったが、今回は、幼稚園の先生

に子育てに関する悩みについて[よく椙談するj、

「時々相談するj、「まだしたことがないが必要があれ

ばしたいj、「相談しようと思わないjの4段階で回答

してもらったcこれは、幼稚菌における子育て相談が、

必ずしも、事前に予約を入れて時間や場所をきちんと

確保するといったような形式的に整えられた状況下に

おいて実施されるもので辻なく、子どもの送り適えの

時における立ち話など、司常的な場面の中でのやりと

りも広義の子育て棺談に含まれると考えたためであ

寝かり保育がない

子どもとの誇聞を大切に

子どもが嫌がる

子どもがかわいそう

内容がわ1J'らない
跨間帯が創コ邸主

申し込み方市涼現
お稽古事がある

先生への遠慮
保育の貨に不安

他の支援を京間

その他
他に預け先がある

お迎えが大変

華瞬締叡メある

o 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

図5 預かり保育を利用しない理由

% 
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るD つまり、子育て椙談を「利用するjという表現を

やめ、今屈は、幼稚菌の先生に子育てに関して相談す

る頻度を尋ねることとしたG

その結果を函8に示した。「ょくする」、「時々相談す

るJをあわせ、全体の 5割以上が菌の先生に子育てに

関し、椙談していることが分かるo

2)梧談時の状況

子育てについての'脳みを「よく相談するム「時々相

談する」と答えた母親に対し、相談がなされた状況に

ついて尋ねた〈図7)。

利用状況としてもっとも多く挙げられたのは「送り

迎えの時」でるった。続いて、「保護者会・懇談会でj、

f連結帳で」が続いた。一方で、「電話でjや「予約を

してj、「手紙などでJは少数派であった。

3)栢談内容

どんなことについて相談したのか、その内容につい

て、図8にまとめた(複数自答〉。

自分の毅

幼稚匿

配偶者

配偶者の親

友達

近所の人

自分のきょうだい

民間の託児所

地域の子育て支援サービス

その他

35 

42.3 

41.1 

59.4 

51.8 

o 10 20 30 40 50 60 70 

% 

図5 いざという時の子どもの預け先

図よく相談する

・5寺キ相談する
ロまだしたことがないが必婆が
あれiぎしたい

。% 25% 50% 75% 100% 陸相談しようと思わない

国7 子育て相談の利用頻度

送り迎えのとき

保護者会・懇談会で

12 

連絡緩で

電話で

予約をして

手紙などで

その他

O 

40.4 

36 

14.5 

25 50 

図8 相談時の状況

66.3 

75 

% 

第 1@I語査・本調査いずれでも最も多かったのは「幼

稚園での子どもの生活について」であり、「子どもの

友達との関係についてよ「子どもの身体やこころの発

達・くせ等についてJがJI震に続いた。このように子ど

もに関する悩みについて椙談が多いのに対して、 ff患

の保護者との関係についてJ1自分自身の生き方につ

いてjなどり親傑の悩みについての相談は、少なかっ

た。今回は、新たに「幼誰圏でのPTAや役員活動jに

ついても桔談項目として加えたが、他の親側の項目同

様、回答は少なかった。

ヰ)栢談後の感想

相談後の感想、については、あらかじめ設定した項自

ごとに、「あてはまるJ---1あて詰まらないjまでの 4

件法で尋ねた〈国9)0 

第2回目でも「桔談してよかったj、「また因ったと

きは相談したい」、日ましい情報が得られたJf子ども

や自分についての理解が深まったjなど、肯定的な評

価が多かった。また、棺談することにより菌や先生に対

しての信頼惑が高まったという意見も多かった。

4.その他の子育て支援について

以上、「預かり保育j並びに「子育て相談jについて

結果を述べたが、これら以外の子育て支援についての

利用状況について、圏11に示す。

「預かり課青j、「子育て相談j以外の支援として異体

的には、「子ども対象の体操クラブや絵画教室などj

f園庭・保育室などの施設開放Jf親子遊び活動J1父

親と子どもの交流の場(土曜の「遊ぶ会jなど)J1子

育てセミナー・シンポジウムJ1母親向けのサークル活

動(人形劇やコーラスなど)J1地域の子育てについて

の情報をもらう」の 7つを挙げた。それぞれについ

て、利用有無・頻度を尋ねた汀 1遅間に 1@I以上」

12週間に 1田Jr丹に 1@IJ 1数ヶ月に 1田J1 1年に
1回J1利用したことがないJ)o

冨での生;舌

子どもの友だち隠係

子どもの発達・くせ

子どものしつけ

子どもの教育

他の保護者との関係

自分自信の生き方

その他

PTAや役員;言動

O 

窃今待

20 40 60 

国ヨ 子賓て相談の内容

80 0/ 
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その結果、どの支援についても、第 1回調査の結果

とあまり変化はなかった。ただし、いずれも若干、利

用者の割合が増えている傾向にあった。全体的に見て、

「菌庭などの施設開放ム「親子遊びj、「クラブム f父

親との交流会jなど、子ども向け、あるいは子どもと

保護者とが一緒に参加できる支援の利用は、「セミ

ナーjや「母親向げのクラブム f地域情報の提供」な

ど、保護者向けの支援と比較して、利用の割合が高い。

5.未就菌見向けの子育て支援について

1 )子育て支援の内容

現時点で未就菌見を対象とした子育て支援を利用し

ている母親 (420名)に対し、どういった内容の支援

を、どのくらいの頻度で利居にしているかを尋ねた

懇談してよかった瞭瀬

また棺談したい

情報が得られた

子ども・自分について理解

イライラが減った

子どもとの付き合い方

ト
濁りの人との罷採が安定闘機機機織機よ

園への信頼感

先生への信頼感

O 

露語
温盛誕

議選

20 

議私

(図10)0第 1因調査では、在園児群と未就園児群とを

厳密に区別せず、に謂査を行ったため、未就園克向け子

育て支援に関する一部には、在園児の母親が回顧的に

回答した結果が含まれている可能性もあったD そのた

めに、今回は、調査時点、で未就圏見向けの子育て支援

を利用している母親に回答を限定した。こうした謂査

法の違いから、第1因調査の結果との比較は行わない

こととする。

未就匿児向坊の子育て支援のうち、一番利用が多

かったのは「親も一緒に参加する圏庭・保育室の遊び

場開放Jであり、全体の約8割を占めた。頻度ももっ

とも高く、 3割程震は、週一回は利用していることが

わかったむそして、「子ども対象の体操クラブや絵画教

室などのクラブ活動j、「子育て相談j、「預かり保育j

議重量

j 
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図10 子育て棺談への惑想
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国11 その地の子育て支援の利用状況
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国13 未就重克向けの子育て支援の利用理由

% 

と続く結果となった。約2割の親が、子育て相談した

ことがあるとも答えているが、「数ヶ丹に 1@IJ "-' f 1 

年に 1呂J程度と答える母親が多く、全体の利用頻度

としては、「預かり保育jの方が高い。

2)利用理由

こうした支援を利用している理由について辻、図11

にまとめた。呂答者には、理由に関するいくつかの選

択肢の中から、最も当てはまるものだけを挙げても

らった。

その結果、「子どもの他見との交流jが最も多く、

約 4嵩の母親が理由としてあげている。一方、「集団に

↑貫れさせるj、「きょうだいがその幼稚園に通ってい

るj等など、地の理由を第ーに挙げている母親は、多

くても 1暫程度にとどまっており、子どもの友だち作

りが大きな理由と言えるo

考察

1 .在霞児向け子育て支援について

第 1臣、第2@I調査ともに、在園児向け子育て支援

として「震かり保育j、「子育て相談J~こ焦点、をあて、

調査・分析を行ったむ

その結果、預かり保育については、その利用者が過

半数を超えた前回の調査結果と比べ、今回の調査では

さらにその数が増えていることが明らかになった。科

用頻度についてみると、第1回、第2巨ともに、 f月に

14 

1田J-----r 1年に 1回jの一時的な利用が多くなって
いた。また、第1自自と今回の結果を比較すると、 f1 

年に 1回程度」の利用が若干ではあるが増加傾向にあ

ることがわかった。このことから、定期的にというよ

りも、一時的に利用する人が増えていると考える方が

適切かもしれない。

こうした一時的利用者がどういうときに預かり保育

を利用しているのがについては、その理由を見るとわ

かる G 預かり保育の利用理由については、前田と今回

とでは大きな変化が晃られた。第1回巨よりも、「一詩

的な用事jや ff士事がるるjを理由に挙げた割合が大

きく増えた一方で、「友人との交流や自分の趣味のた

めj、「子ども再士の交流J、「家事などの用事jが減少

しているD このことは、より重要産もしくは緊急度の

高い用事ができた時にのみ預かり保育を利用する母親

が増えていることを意味しているのではないか。ここ

で言う f一時的な用事Jとしては、きょうだいの授業

参観や美容院などを例示した。美容院は緊急の用事と

は言えないだろうが、行かずに済ませられるものでも

ないし、子どもを連れて行けるようなところでもないD

そういった意味では、誰かに子どもを預かつてもらう

必然性のある用事といえるだろう G その反面、「友人と

の交流・趣味Jや f子ども同士の交流J、「家事jなど

は、授業参観や仕事に比べると、重要度あるい辻緊急

度が低いと考えられる。もともと一時的な利用者の方

が多かったわけだが、母親は、より計画的に、必要な

ときだけを選んで預かり保育を利用するようになって

いると言えるのではないだろうか。

預かり保育を利用しての感想、は、前田の結果と大き

な変化がなく、「安心して預けられるJrニーズに合っ
た時間帯であるJf子どもが活動を楽しんでいるj

fサービスに晃合った料金であるjといった項目が上

位を占めた。こうした結果は一時的な利用者が多いこ

ととも関連している。やはり一時的な利用に畏られる

と f子どもの成長や発達に良い影響J、「時間に余揺が

できたj、f母親自身のイライラが減ったjなどの効果

を望むのは難しいだろう c

また、預かり保育を利用しない理由としては、「預か

り保育そのものが幼稚冨にないJという回答以外に多

かったのは、 f子どもとの生活を大切にしたいJ、ff出こ

預け先が追うるJであった。「子どもとの生活を大切に

したいjという意見は、話自の謂査でも上位に挙げら

れていた。預かり保育や延長保育については、保育者

の50"-'70%話後が、子どもや親子関係、そして保育者

自身にとってマイナスの影響を懸念しているという指



措もある(中野・竹田・加藤・土谷， 199ヲ)0たしかに、

これは本調査の結果とも一致する点、ではあるが、前回

の調査と比べ、今田はこれを理由に挙げる割合そのも

のは減少しており、これは、預かり保育を利用すると

いうことは、子どもとの時間が剖られると考える母親

が減っているということであるo 上記にて、すでに明

らかになったように、頚かり保育は、一時的な利用者

が増えているだろうことからも、こうした抵抗感が薄

れているのかもしれない。また、一時的にかつ必要な

ときだけ預かり保育を利罰する親の実態が明らかと

なったことからも、保護者側は、子どもとの関係や保

護者自身へのマイナスの影響が及ばない範囲での上手

な利用を心がけているとも言えるだろう o

また、今田から新たに加えた項目である「他に預け

先があるJという理由を挙げる母親も多くいたが、一

詩的であれ、日常的にであれ、幼種園以外に預け先が

ある場合には、そちらを利用し、そうした預け先がな

い場合には、幼稚匿を和用している母親が多いようだD

なお、預かり保育の利用の有無を間わず、緊急時に子

どもを誰に預かつてもらうかについて尋ねた結果、第

1位には自分の親が、そして第2位に、幼稚園が続い

た。つまり、自分の親を頼ることができる母親は、幼

稚菌の預かり保青の利用が少ない、反対にいえば、そ

うでない場合には、幼韓国を利用することが多いとい

うことだ。配得者や配偶者の親等のその他の身内、る

るいは、友人・近所の入などを抑えて、幼稚匿を預け

先上位に挙げていることからも、幼稚園がいざという

ときの頼り先になっていることが伺えるo

以上、預かり保育の利用実態、利用理由、利用後の

惑想、利用しない理由、その他の子どもの預け先など

から、母親は、重要な男事があるときのみ、一時的に

預かり保育を利用している実態が明らかになった。こ

れは、前田の調査と詰ぼ同様の結果となったが、その

{頃向はますます顕著になりつつあるといえるだろう o

続いて、子育て相談については、前回の謂査とは質

問の彰式を変えたために単純な比較はできないが、今

回の謁査で、より利用者の実態を正確に捉えることが

できた。というのも、前田行った、 f子育て梧談を和用

したことがあるか否かjという質問に対しては、全体

の約1割の母親のみが「利用したことがあるJと番え

る結果にとどまっていたが(荒牧地， 2004)、今呂、

子育て椙談の“利用"という表現を改め、「幼稚匿の先

生に相談することがあるかどうか」という質問に変え

たところ、半数近くの母親から相談した経験があると

いう自答が得られたからであるo 各霞ごとに子育て椙

談の形惑はさまざまであると考えられるが、在園児の

場合には、特に決まった形式があるわけではなく、保

護者と先生との関の日常的なやりとりの延長上にもあ

りうるといってよいだろう c 実際、相談時の状況とし

て多く挙げられていたのは、「送り迎えのときjであり、

全体の約7割の母親がこのときに、子育てに関する相

談を行っている。以下、「保護者会・懇談会j、「連絡帳

で」と読し相談の内容について辻、首田の調査との

比較を行ったが、ほほ変化は見られなかった。やはり、

子どもの冨での生活に関わる問題が多く、子どものこ

とに関しても、家でのしつりや教育、また、親邑身の

開題等についての相談は少なかった。このように相談

内容の多くが菌での生活に関することからも、日常的

なやり取りの中で、先生に話を開いてもらう、アドバ

イスを求める、また、保護者側からの要求・要望を伝

えることがなされていると考えられるD

相談をしての惑想についても尋ねたが、これもまた

前毘との大きな変化は見られなかったor棺談してよ
かったム「また相談したいj等の肯定的な評価が多く

見受けられた。しかし、これは、幼稚菌を通じての質

問紙面収という謁査方法にも影響を受げているとも考

えられる。一度、圏を通すことにより、自分の回答が

晃られるのではないかといった遠震が生じているのだ

としたら、今後は、より保護者の本音に迫るべく、讃

査方法にも改善の余地はあるだろう o だが、前回、今

呂の謂査ともに、質問紙には無記名としていることか

ら、こうした懸念の一部は払拭されているものと考え

る。

預かり保育、子育て相談の他の支援については、施

設開放や親子遊びの会などを利用することが多いと分

かった。また、父親参加型のレクリエーションなども、

全体の 4分の l程震の窺が参加した経験を持ってお

り、こうした土日を利用した活動なども積極的に行わ

れるようになっていることが伺えるD

最後に、未就圏見向けの子育て支援については、今

回より、現時点、でこれを利用している保護者に回答を

摂定した。このこと ζより、より正確な支援利用実態

が把握できたと考えるD

利用の中身としては、施設開放に参加していると答

えた母親が最も多く、全体の8割程度を占めた。しか

も、そのうち、 3割程度が1週間に 1回程度の利用と

答えており、子どもを連れて、頻繁に圏を訪れている

母親も多いようだ。未就園児を持つ親向けの子育て相

談についても、数は少ないながらも利用者がおり、幼

稚冨に入園する前から、子育てに関する悩みを幼稚園
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の先生に棺談するケースも見受けられた。 全国国公立幼稚菌長会編. (2003). 疹乙い原ff~Jli

また、未就塵児向けの子育て支援を利用する理由と ど身在庫涯1!!rlJホγン兵 Q&A.東京:ぎょうせ

しては、「子ども同士の交流のためjという答えが圧倒 い

的に多かった。施設開放の利用者が多いことと合わせ、

母親は単に子どもを遊ばせる、あるいは一緒に遊ぶ、た

めだけでなく、子どもが他児と交流できることを望み、

幼稚霞を訪れているといえる。少子化が進む昨今にお

いて、未就冨児が、再年齢の子どもの友だちを見つけ

る場所として、劾誰菌が果たす役割も大きいだろう o

以上、震かり保育、子育て相談、未就菌見向げの子

育て支援に対する 2田にわたる調査結果かち、変化の

あった部分、なかった部分を中心に取り上げ、分析を

試みた。

前田の報告では、課護者割が、幼稚菌における子育

て支援を「窺への支援も含めたものjとしてよりも、

f子どものための支援Jとして捉えているのではない

かと考えられる鶴面についてまとめた。今国も同様に

その傾向は晃られたが、菌における子育て支援が、保

護者にとってますます身近なものになりつつある結果

が得られた。

2.今後の課題

以上、預かりf呆育、子育て相談、未就菌克向けの子

育て支援の和馬実態についての 2自にわたる調査結果

を報告した。ただし、これらは、調査者側が設定した

枠組みの中で行われたものである9 ここでは拾いきれ

なかった、幼稚菌における子育て支援への保護者の考

えや要望の本音の部分により近づけるよう、今後は面

接語査なども必要だと考えられる o
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